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特集

「下水道」と聞いてどんなイメージをお持ちですか？
「臭い」「汚い」などあまり良いイメージを持っていない人も多いかもしれま
せん。しかし、最近では技術も進み、下水処理により発生する下水汚泥、再
生水、下水が持つ熱が、農業やエネルギーに活用されるなど、今や最先端
技術が結集した注目の事業なのです。
今回の特集では、下水道の存在意義と秘めたパワー、さらに今後の下水道
事業が持つ可能性や、下水道の未来にかける人々の活躍を紹介します。
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被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。こ
の
よ
う
な
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
、
雨
水
を
一
時
的
に
貯
め
る「
貯ち

ょ
り
ゅ
う
か
ん

留
管
」、

建
物
や
施
設
へ
の
水
の
浸
入
を
防
ぐ「
止
水
板
」、駐
車

場
な
ど
で
の「
透
水
性
舗
装
」の
整
備
な
ど“
水
を
あ
ふ

れ
さ
せ
な
い
” 

設
備
の
充
実
や
、
観
測
デ
ー
タ
を
基
に

し
た
浸
水
予
測
技
術
の
研
究
・
開
発
や
住
民
へ
の
情
報

提
供
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合

的
な
浸
水
対
策
が
各
地
で
進
ん
で
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
地
震
対
策
で

す
。
東
日
本
大
震
災
や
本
年
４
月
の
熊
本
地
震
で
も

下
水
道
施
設
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
下
水
道
が

被
災
す
る
と
水
洗
ト
イ
レ
の
汚
水
な
ど
生
活
排
水
を

流
す
こ
と
が
で
き
ず
、住
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
ば
か
り
か
衛
生
上
も
非
常
に
問
題
で
す
。
ま

た
、ト
イ
レ
環
境
が
悪
い
こ
と
で
水
分
摂
取
を
控
え
て

し
ま
う
と
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
に
つ
な
が
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
国
土
交
通
省
で
は
、大
き
な
揺
れ

を
受
け
て
も
下
水
管
や
マ
ン
ホ
ー
ル
が
破
損
し
に
く

い
構
造
に
変
更
す
る
な
ど
の
下
水
道
施
設
の
耐
震
化

を
強
力
に
進
め
て
い
ま
す
。

❶ 

災
害
対
策

集
中
豪
雨
や
大
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

近
年
、
雨
の
降
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
、
時
間
雨

量
50㎜
を
超
え
る“
ゲ
リ
ラ
豪
雨
”の
よ
う
な
激
し
い
雨

の
発
生
回
数
は
、約
30
年
前
の
1.3
倍
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
激
し
い
雨
は
、短
時
間
に
都
市
の
浸
水

熊本地震では、避難所になった地域の中学校に設置された
20基のマンホールトイレが大いに役立ちました。専用の下水
マンホールの上に仮設トイレを設け、学校のプールの水など
を使って直接下水本管に流すため、上水道が止まった被災直
後でも、直ちに使用を開始することができました。また、従来
の仮設トイレでは少ない洋式トイレを採用したことにより、床
に段差がなく、足腰の弱いお年寄りの方々も快適かつ安全に
使用できるなど、バリアフリーの観点からも大好評でした。

国土交通省では、マンホールトイレの整備・運用のための
ガイドラインを公表し、整備にあたっては支援制度を設けて
います。既に全国で2万4000基が設置されており、今後も
設置を希望する自治体を積極的に支援していきます。

地震時のトイレを確保する
マンホールトイレ
〜熊本地震でも大活躍〜

熊本地震時に設置されたマンホー
ルトイレ（熊本市）

マンホールトイレの内部（写真は
北九州市で用意されているもの）

液状化による
マンホールの浮上

下水管内をテレビカメラで点検

老朽化した下水管を下水を流
しながら掘り返さずに更生す
る工法例。更新経費を2割程
度削減することが可能。

❷ 

老
朽
化
対
策

将
来
を
見
据
え
た
適
切
な
施
設
管
理
で

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

戦
後
か
ら
急
速
に
下
水
道
整
備
が
進
ん
だ
わ
が
国

で
は
、施
設
の
老
朽
化
対
策
も
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
全
国
に
は
現
在
、
総
延
長
で
約
46
万

㎞
の
下
水
管
が
あ
り
ま
す
が
、こ
の
う
ち
約
１
万
㎞
が

既
に
敷
設
後
50
年
を
経
過
。
今
後
こ
う
し
た
老
朽
管

は
、
年
を
追
っ
て
増
え
て
い
き
ま
す
。
一
方
で
、
下
水

処
理
場
も
全
国
２
２
０
０
カ
所
の
う
ち
約
１
４
０
０
カ

所
が
稼
働
開
始
か
ら
15
年
を
経
過
し
て
お
り
、
機
械

や
電
気
設
備
の
修
繕・交
換
に
掛
か
る
費
用
の
増
加
が

技師
調査助手

運転手（一般）
調査作業員

管口テレビカメラ
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下
水
道
と
聞
く
と
、
家
庭
や
工
場
な
ど
か
ら
の
汚

水
を
処
理
し
、
雨
水
を
排
除
す
る
だ
け
の“
陰
の
存

在
” 
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
現
在
の
下
水
道
は
、
そ
う
し
た
従
来
の

役
割
だ
け
で
は
な
く
、
最
新
技
術
を
活
用
し
た
水
害

や
地
震
へ
の
防
災
対
策
、汚
水
の
処
理
過
程
で
発
生
す

る
下
水
汚
泥
の
資
源
利
用
な
ど
、さ
ら
な
る「
水
循
環

社
会
」の
進
展
に
向
け
た
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
大
い
に
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
で

さ
ら
な
る「
循
環
の
み
ち
下
水
道
」の

持
続
と
進
化
を
目
指
す

こ
れ
ま
で
の
下
水
道
政
策
は
、「
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

２
１
０
０
」（
平
成
17
年
９
月
策
定
）と「
下
水
道
中
期

ビ
ジ
ョ
ン
」（
平
成
19
年
６
月
策
定
）で
示
さ
れ
た「
循
環

の
み
ち
下
水
道
：
“
排
除
・
処
理
”か
ら“
活
用
・
再

生
”へ
」の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
口
減
少・高
齢
化
の
急
速
な
進
展
や
大
規

模
災
害・異
常
気
象
の
発
生
リ
ス
ク
の
増
大
な
ど
近
年

の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、国
土
交
通
省
と

（
公
社
）日
本
下
水
道
協
会
は
、
平
成
26
年
７
月
に
今

後
10
年
間
程
度
の
下
水
道
の
在
り
方
を
示
す「
新
下

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
新
ビ
ジ
ョ
ン
で
う
た
わ
れ
た
大
き
な
二
つ
の
柱

「
持
続
と
進
化
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

さ
ら
な
る“
水
循
環
社
会
”の
進
展
を
目
指
す

は「
循
環
の
み
ち
下
水
道
」の“
持
続
”と“
進
化
”で
す
。

ま
ず「
持
続
」と
は
、こ
れ
ま
で
も
下
水
道
が
担
っ
て
き

た
汚
水
の
処
理
や
雨
水
の
排
除
な
ど
の
役
割
を
、常
に

最
適
な
状
態
で
維
持
し
、国
民
の
皆
さ
ま
に
提
供
し
続

け
て
い
く
こ
と
で
す
。
わ
が
国
の
人
口
減
少
や
そ
れ
に

伴
う
下
水
道
使
用
料
の
伸
び
悩
み
な
ど
が
指
摘
さ
れ

る
中
で
、
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
を
ど
の
よ
う
に

維
持
し
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、下
水
道
経
営
の
効
率
化
や
健
全
化
は
避
け
て
通
る

こ
と
の
で
き
な
い
課
題
で
す
。
加
え
て
、災
害
大
国
と

い
わ
れ
る
日
本
で
は
、大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
も
イ

ン
フ
ラ
機
能
を
維
持
し
、ひ
と
た
び
障
害
が
発
生
す
れ

ば
、速
や
か
に
復
旧
で
き
る
体
制
が
強
く
求
め
ら
れ
ま

す
。「
持
続
」は
、
下
水
道
本
来
の
機
能
を
守
る
上
で

不
可
欠
の
テ
ー
マ
な
の
で
す
。

も
う
一
つ
の「
進
化
」は
、下
水
道
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
活
か
し
つ
つ
、
分
野
や
地
域
を
超
え
て
社
会
へ
の
貢

献
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
最

新
の
技
術
を
取
り
入
れ
、
下
水
汚
泥
に
含
ま
れ
る
有

機
物
や
リ
ン
な
ど
、貴
重
な
資
源
の
有
効
活
用
に
よ
る

“
循
環
型
社
会
” 

へ
の
貢
献
や
、
雨
量
レ
ー
ダ
ー
な
ど

を
活
用
し
た
効
率
的
な
排
水
施
設
の
運
転
、
さ
ら
に

下
水
熱
を
利
用
し
た
新
し
い
事
業
や
技
術
協
力
な
ど

に
よ
る
国
際
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
、
従
来
の「
捨
て
る

下
水
道
」か
ら「
創
り
出
す
下
水
道
」へ
の
転
換
を
目
指

総 論

す
意
欲
的
な
試
み
が
、現
在
全
国

各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
か
ら

災
害
時
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
ま
で
を
カ
バ
ー

新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践
に
あ
た
っ
て
、
特
に
力

を
注
い
で
い
る
重
要
な
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
災
害
対
策
」「
老
朽
化
対
策
」「
経
営
健
全
化
」の
三
つ

で
す
。 持続的発展が可能な社会の構築に貢献

貢献分野等の広がり

進　化

持　続
時　代

循環型社会の
構築に貢献

強靭な社会の
構築に貢献

新たな価値の
創造に貢献国際社会

に貢献

平常時・非常時における
適切なマネジメント等
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い
き
ま
す
。
一
方
で
、
下
水

処
理
場
も
全
国
２
２
０
０
カ
所
の
う
ち
約
１
４
０
０
カ

所
が
稼
働
開
始
か
ら
15
年
を
経
過
し
て
お
り
、
機
械

や
電
気
設
備
の
修
繕・交
換
に
掛
か
る
費
用
の
増
加
が

技師
調査助手

運転手（一般）
調査作業員

管口テレビカメラ

特集
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「
下
水
道
で
働
く
女
性
が
つ
な
が
る
場
づ
く
り
」で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す

Ｇ
Ｊ
リ
ン
ク
誕
生
の
母
体
と
な
っ
た
の
は
、
Ｇ
Ｋ
Ｐ

（
下
水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
）で
す
。
こ
れ
は
下

水
道
へ
の
理
解
や
知
識
を
一
般
の
方
々
に
深
め
て
も

ら
う
た
め
、（
公
社
）日
本
下
水
道
協
会
や
関
連
企
業
、

国
土
交
通
省
な
ど
の
省
庁
や
大
学
な
ど
が
集
ま
っ
た

下
水
道
広
報
の
た
め
の
業
界
横
断
的
な
団
体
で
す
。

「
こ
の
Ｇ
Ｋ
Ｐ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
下
水

道
で
働
く
女
性
の
つ
な
が
り
の
場
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
Ｇ
Ｊ
リ
ン
ク
活
動
を
始
め
る

き
っ
か
け
で
し
た
」

下
水
道
の
仕
事
に
携
わ
る
女
性
は
、
東
京
、
大
阪
、

名
古
屋
な
ど
の
大
都
市
を
除
く
と
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、

地
方
の
自
治
体
や
事
業
所
で
は
各
拠
点
に
一
人
だ
け

と
い
う
例
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
そ
う
し
た
女
性

同
士
の
つ
な
が
り
を
育
て
、
仕
事
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、外
部
へ
の
情
報
発
信
を
進
め
よ

う
と
い
う
の
が
Ｇ
Ｊ
リ
ン
ク
の
重
要
な
目
的
で
す
」と

阿
部
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

「
仕
事
か
ら
家
庭
の
こ
と
ま
で
話
せ
る
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
貴
重
な
交
流
の
場

Ｇ
Ｊ
リ
ン
ク
の
活
動
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
は

「
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」で
す
。
平
成
25
年
度
に
第
１
回
を

東
京
で
開
催
。
翌
年
度
以
降
は
大
阪
な
ど
で
も
開
催

さ
れ
、
そ
の
内
容
も
座
談
会
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
、

写
真
展
な
ど
毎
回
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

「
普
段
女
性
同
士
で
集
ま
る
機
会
が
少
な
い
た
め
、

会
場
で
は
仕
事
の
話
だ
け
で
は
な
く
、
子
育
て
や
親
の

介
護
と
仕
事
の
両
立
と
い
っ
た
女
性
な
ら
で
は
の
切

実
な
課
題
ま
で
出
て
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

し
か
し
地
方
で
業
務
に
携
わ
る
女
性
た
ち
は
、
な
か

な
か
東
京
や
大
阪
ま
で
出
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
全
国
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
開
催
地
を
広
げ

よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

地
方
で
の
開
催
は
経
験
が
な
く
苦
労
し
ま
し
た
が
、

各
拠
点
の
男
性
職
員（
Ｇ
Ｄ
：
下
水
道
男
子
）か
ら
の

積
極
的
な
支
援
も
あ
り
、
平
成
27
年
度
は
全
国
６
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
開
催
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

機
関
誌
作
り
を
通
じ
て

メ
ン
バ
ー
同
士
の
絆
が
さ
ら
に
深
ま
る

Ｇ
Ｊ
リ
ン
ク
活
動
を
支
え
る
も
う
一
つ
の
柱
が
、
機

関
誌「G

J
Journal

」で
す
。
平
成
27
年
１
月
の
創

刊
号
か
ら
ほ
ぼ
隔
月
で
発
刊
さ
れ
、記
事
の
企
画
か
ら

取
材
、
原
稿
執
筆
、
デ
ザ
イ
ン
ま
で
全
て
Ｇ
Ｊ
リ
ン
ク

の
有
志
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

「『
楽
し
み
な
が
ら
情
報
発
信
を
!
』を
テ
ー
マ
に
、

Ｇ
Ｊ
の
皆
さ
ん
が
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
参
加
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
特
集
な
ど
で
は
、
本
業
で

は
接
点
の
な
い
職
場
の
女
性
同
士
が
編
集
作
業
を
通

じ
て
知
り
合
う
な
ど
、
お
互
い
の
知
識
や
人
脈
が
広

が
っ
た
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
」。
ま
た
、こ
の
機

関
誌
に
よ
っ
て
上
司
か
ら
も
、
Ｇ
Ｊ
活
動
へ
の
理
解
が

増
し
た
と
い
う
、
う
れ
し
い
報
告
も
届
い
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
仕
事
を
通
じ
て
人
と
出
会
う
の
が
と
て

も
楽
し
い
と
い
う
阿
部
さ
ん
。
Ｇ
Ｊ
リ
ン
ク
の“
お
世

話
役
”と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
下
水
道
で
働

く
女
性
同
士
が
出
会

い
、
元
気
に
な
れ
る
場

づ
く
り
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
笑
顔
で

語
り
ま
す
。

「GJ Journal」はインターネットで配信中
http://www.gk-p.jp/gjlink/GJ-journal.html

さまざまな現場
で活躍するGJ
たち

近畿大会
（平成27年度）

中国・四国大会（平成27年度） 中部大会（平成27年度）

平成26年度大阪開催の全国
大会。全国のGJたちが集合！
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日本のマンホールのフタは、全国各地でデザインが異なる、いわば“ご当地
モノ”。土地にゆかりのある名称や名産品、キャラクターなどが描かれており、
その美しさやユニークさにひかれて全国を訪ね歩くファンも増えています。
そこでGKP（下水道広報プラットホーム）※では、全国のデザイン性あふれる

マンホールのフタをコレクションできる「マンホールカード」を作成し、本年4月
から全国の下水道関連施設や観光案内所などで無料配布しています。既に64
団体・74種類のカードが発行されており、下水道の PRだけでなく、観光の呼
び水としての効果にも期待が集まっています。

見て、知って、集める楽しさ。
「マンホールカード」に注目 ！

※下水道に関する情報発信のために産学官が連携して設立したもので、（公社）日本下水道協会に事務局を
置いています。

 大人気のマンホールカード。近年はカラフルなものも多い。GKP 企画運営委員／ GJリンク事務局
（日本下水道事業団事業統括部計画課長）

阿部千雅さん

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
各
自
治
体
に
、計
画
的

か
つ
効
率
的
な
下
水
道
施
設
の
維
持
・
管
理
と
改
築
・

更
新
を
進
め
る「
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
」の
作
成
な
ど
を
促
し
、
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
下

水
道
施
設
の
改
築
・
更
新
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

❸ 

経
営
健
全
化

下
水
道
資
産
の“
見
え
る
化
”で

コ
ス
ト
の
適
正
化
と
効
率
的
な
経
営
を

利
用
者
が
支
払
っ
た
下
水
道
使
用
料
な
ど
を
、
よ

り
適
正
か
つ
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
公
営
企
業
会
計
の
導
入
で
す
。
公
営
企
業

会
計
に
よ
り
、
経
営
状
況
が
見
え
る
化
さ
れ
る
こ
と

で
、適
正
な
使
用
料
の
徴
収
な
ど
の
収
入
改
善
や
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
、
広
域
化
な
ど
の
支
出
抑
制
に
よ

る
経
営
健
全
化
を
進
め
て
お
り
、
国
土
交
通
省
で
も
、

経
営
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、自
治
体

へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
Ｇ
Ｊ
リ
ン
ク（
下
水
道
分
野
で
働
く
女
性
の
会
）」は
、
そ
の
名
前
の
通
り
、
全
国
の
下
水
道
関
連
企
業

や
団
体
で
働
く
女
性
の
つ
な
が
り
を
育
て
る
場
と
し
て
、
平
成
25
年
５
月
に
誕
生
し
ま
し
た
。
創
立
以
来
、

事
務
局
と
し
て
全
国
の
Ｇ
Ｊ
た
ち
を
支
え
て
き
た
阿
部
千
雅
さ
ん
に
、
現
在
の
活
動
や
成
果
を
伺
い
ま
す
。

Ｇ
Ｊ（
下
水
道
女
子
）の
た
め
の
情
報
交
換
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
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